
タイトル 催行時期 最少人数 最大定員 受講料/1人（税込）

1 ビジネスマナー初級（新入社員向け）
① 8/21(木)～8/22(金)
② 3/10(火)～3/11(水)

2名 20名 ¥56,160

2
シーケンス制御
 基礎講習

① 8/18(月)～8/20(水)AM
② 3/9(月)～3/11(水)AM

2名 15名 ¥72,540

3
シーケンス制御
 ３級技能士受験対策講習

① 8/20(水)PM～8/22(金)
② 3/11(水)PM～3/13(金)

2名 15名 ¥72,540

4
機械保全技能士(電気系保全作業）
 基礎講習

8/4(月)～8/6(水)AM 2名 10名 ¥76,050

5
機械保全技能士(電気系保全作業）
 ３級技能士受験対策講習

8/6(水)PM～8/8(金) 2名 10名 ¥76,050

6
電子機器組立て技能士
 基礎講習

3/11(水)PM～3/13(金) 2名 5名 ¥119,340

7 技術者 基礎教育
① 8/4(月)～8/6(水)
② 3/2(月)～3/4(水)

2名 8名 ¥76,050

令和7年度

学校法人神野学園　中日本航空専門学校

リカレント教育プログラム 一覧

【お申込みの方法】

企業様、個人のお客様ともに、QRコードまたは検索キーワードからご希望の開催時期を選択いただき、
各コースのお申し込みにお進みください。 お申込み完了後、ご入力頂いたメールアドレスへお振込み方法など
の詳細情報を送付いたします。

企業様のお申込みはこちらから↓ 個人でお申込みの方はこちらから↓

8月開催 3月開催 8月開催 3月開催

中日本航空専門学校 社会人教育 検索

※ 下記の検索キーワードからもアクセス可能です

URL:https://www.cna.ac.jp/education/
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① ビジネスマナー初級（新入社員向け）

内容
社会人として必要なベーシックビジネスマナー（敬語／ビジネスメールの書き方／
社内・社外マナーなど）とコミュニケーション能力（話す技術／聞く技術など）を
身につけます。

効果

対象者

受講条件 特になし 日程 ① 8/21(木)～8/22(金)　  ② 3/10(火)～3/11(水)

場所 中日本航空専門学校

時間 8：55～16：00 (１日の場合)

受講料(税込み) ￥56,160／人 定員 20名（最少催行人数２名）

② シーケンス制御 基礎講習

内容 PLCと検定用試験盤を使用しGX Developerによるラダープログラム作成の手
順等、シーケンス制御の基礎的な部分について実習を主体に学習します。

効果

対象者

受講条件 特になし 日程 ① 8/18(月)～8/20(水)AM　 　② 3/9(月)～3/11(水)AM

場所 中日本航空専門学校  実習棟

時間 8：55～16：00 (１日の場合)

受講料(税込み) ￥72,540／人 定員 15名（最少催行人数２名）

③ シーケンス制御 ３級技能士受験対策講習

内容
シーケンス制御３級技能士の受験を前提とした実技ブラシュアップと検定模擬を
中心とした内容を学習します。本コースはシーケンス制御　基礎の受講修了後に
参加可能となります。

効果

対象者

受講条件 シーケンス制御　基礎の受講修了後 日程 ① 8/20(水)PM～8/22(金)　 　② 3/11(水)PM～3/13(金)

場所 中日本航空専門学校  実習棟

時間 8：55～16：00 (１日の場合)

受講料(税込み) ￥72,540／人 定員 15名（最少催行人数２名）

シーケンス制御 ３級技能士合格レベルに達することを目標とします。 ※ただし、検定の受験は任意とします。

・シーケンス制御 ３級技能士の受験をお考えの方
・シーケンス制御について技能士レベルの知識を習得したい方
・シーケンス制御についてリカレント教育として復習をしたい方

受講時間

９０分×10回 （日程は応相談）
１日目：90分×4回（午後２回）
２日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
３日目：90分×2回（午前２回、午後２回）

PLCの取り扱い及び配線作業とGX Developerによるラダープログラムの作成ができるようになることを目標とします。

・初めてシーケンス制御に触れる方
・知識ゼロから技能検定の取得を目指したい方
・シーケンス制御についてリカレント教育として復習をしたい方

受講時間

９０分×10回 （日程は応相談）
１日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
２日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
３日目：90分×2回（午前２回）

社会人としての基礎的なビジネスマナーの習得を目標とします。

・社会人、企業人としてスタートを向かえる方
・新入社員のマナー教育をお考えの企業様
・ビジネスマナーの学び直しをお考えの方

受講時間

９０分×8回 （日程は応相談）
１日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
　　　　　　内容：ビジネスマナーとコミュニケーション
２日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
　　　　　　内容：コミュニケーション応用編、一般常識、5Sなど



④　機械保全技能士(電気系保全作業）　基礎講習

内容
実習を中心とした教育の中で機械保全技能士(電気系保全作業）を題材とし
て、電気設備のメンテナンス業務と関連のある幅広い知識と技能を身につけま
す。

効果

対象者

受講条件 特になし 日程 8/4(月)～8/6(水)AM

場所 中日本航空専門学校  実習棟

時間 8：55～16：00 (１日の場合)

受講料(税込み) ￥76,050／人 定員 10名（最少催行人数２名）

⑤　機械保全技能士(電気系保全作業）　３級技能士受験対策講習

内容
実習を中心とした教育の中で設備のメンテナンス業務等で必要となる幅広い知
識と技能を身につける為、３級技能士の資格取得レベルに達する教育を提供し
ます。

効果

対象者

受講条件 特になし 日程 8/6(水)PM～8/8(金)

場所 中日本航空専門学校  実習棟

時間 8：55～16：00 (１日の場合)

受講料(税込み) ￥76,050／人 定員 10名（最少催行人数２名）

⑥　電子機器組立て技能士　基礎講習

内容 はんだ付けの基礎や各種電子部品の取付け方法等、３級技能士を目指す為
に必要となる基礎的な内容について実習を主体に学習します。

効果

対象者

受講条件 特になし 日程 3/11(水)PM～3/13(金)

場所 中日本航空専門学校  実習棟

時間 8：55～16：00 (１日の場合)

受講料(税込み) ￥119,340／人 定員 5名（最少催行人数２名）

はんだ付け作業および各種電子部品の取り扱いを習得し、３級技能士受験の為に必要なレベルを知ることを目標とします。

・初めて電子機器組立てに関する技能に触れる方
・知識ゼロから技能検定の取得を目指したい方
・はんだ付け作業等についてリカレント教育として復習をしたい方

受講時間

９０分×10回 （日程は応相談）
１日目：90分×4回（午後２回）
２日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
３日目：90分×2回（午前２回、午後２回）

機械保全技能士(電気系保全作業) ３級技能士合格レベルに達することを目標とします。 ※ただし、検定の受験は任意とします。

・機械保全技能士(電気系保全作業) ３級技能士の受験をお考えの方
・機械保全技能士(電気系保全作業)について技能士レベルの知識を習得したい方
・機械保全技能士(電気系保全作業)についてリカレント教育として復習をしたい方

受講時間

９０分×10回 （日程は応相談）
１日目：90分×4回（午後２回）
２日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
３日目：90分×2回（午前２回、午後２回）

・初めて電気系保全作業に触れる方
・知識ゼロから技能検定の取得を目指したい方
・電気系保全作業についてリカレント教育として復習をしたい方

受講時間

９０分×10回 （日程は応相談）
１日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
２日目：90分×4回（午前２回、午後２回）
３日目：90分×2回（午前２回）

機械保全技能士(電気系保全作業) ３級受験に向けた基礎固めの完了を目標とします。



⑦ 技術者 基礎教育

内容

現場で仕事をして行く上で必須となる安全衛生や5S、ヒューマンエラー、危険予
知活動について理解すると共に、機械系および電気系技術の初歩的な内容を
習得します。

・１日目：安全衛生(労働災害、ヒューマンエラー、危険予知活動等）
・２日目：機械系(各種ツールの使用法、機械計測、ボール盤実習等)
・３日目：電気系(直流、交流、電気計測、配線実習等)

効果

対象者

受講条件 特にありません。 日程 ①8/4(月)～8/6(水)　   ②3/2(月)～3/4(水)

場所 中日本航空専門学校　実習棟

時間 8：55～16：00 (１日の場合)

受講料(税込み) ￥76,050／人 定員 8名（最小催行人数２名）

　

作業者の安全意識の向上、作業場の安全対策の向上に係る理解、機械系、電気系技術の初歩を習得することを目標とします。

現場経験の浅い技術者の方

受講時間

９０分×12回 （日程は応相談）
１日目：90分×4回（午前２回、午後２回　内容：安全衛生）
２日目：90分×4回（午前２回、午後２回　内容：機械系技術）
３日目：90分×4回（午前２回、午後２回　内容：電気系技術）
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